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私に与えられたテーマはなかなか難 しいテーマで、20分で、アメリカの日本語学習教材 を分析

し、提言をするということです。私はアメリカで日本語教育に携わっていますから、当然アメリ

カの日本語学習教材が分析の対象になります し、一貫 して大学 レベルでの日本語教育をしてきま

したから、大学以前のレベルについての私の知識は聞きか じり、読みかじりの域を出ていません。

まず始めに、現在主として使われている教材について、それから、ニーズに対応する教材のあり

方 と教材の開発の方法について合わせて、お話 ししたいと思います。

(A)現在主 として使われている教材

教材 と言 い まして も、4つ の角度か ら検 討 しなければな りませ ん。第1に 、 レベルが所謂、初

級 、中級 、上級 なのか、第2に 教育の場 が大学以前 なのか、大学 なのか、第3に 、教材が どの技

能 を目標 に しているのか、つ ま り、話技 能、聴技 能、読技 能、書技能 なのか。あ るい は多技 能、

つ まり、総合 的技能 なのか。第4に コンピュー ターが関係 しているのか、い ないのか、 とい うこ

とです。最後 のコ ンピューターによる教材 はかな り開発 されつつあ りますが、機器の コス ト高な

どで、ほ とん どが 開発 した機関 だけで単独 に使用 されてい ます。パーデュー大学の畑佐一味助教

授の開発 した仮名学習 ソフ トやMITの グ ラハム智子、和佐敦子講師 とか ピッッバー グ大学の奈

良博助教授 の ように、読技能の ための独 自の ソフ トを開発 している ところが かな りあるようです

が、教科書 の ように広 く使 われてい る もの はない ようです。

そ こで、三つの軸で分類 して、 その主 な教材 を表 に してみ ます と、表1の ようにな ります。大

学以前 の機 関で は上級 まで行 く機関 は少 ないので、中級 どま りと しま した。以下 の表 はJorden

withLambert(1991)と1991年 の11月 に プ リ ンス ト ン大 学 で 行 わ れ たSymposiumonIn-

termediateandAdvancedJapaneseLanguageInstructionのCourseSurveyを 参 考 に して、私

の考 えを加 えなが ら、作 成 した ものです。表 の番号 は教材、文献 リス トの番号 に対応 します。ゼ

ロはか な りの機関で使われている主 な教材が ない とい うこ とです。番号に*が1つ つ けてある も

のは統計 はないが 、お そら くJordenwithLambert以 後 使用が増 えている と推測 される もので、

2つ つけて あ るもの は、広 く採 用 されていな いが 、注 目すべ きもので、#が つ けてあ るもの は

JordenwithLambertで 対 象 になっていない けれど も、 よ く使 われている と思 われる教材です。

「教材」 とい う日本語 もteachingmaterialsと い う英 語 もよ く考えてみる と、一 時代前 の、教

師中心 のアプローチを示す ような言葉です。「学習材料」(学 材?)と 呼 びたい ぐらいです。それ

は ともか くとして、 「教 材」 は学習者 が中心 に使 う もの と、教 師が中心 に使 うものが あ ります 。

今 お話 しした表 では もっぱ ら学習者が使 う教 材 を対 象に してい ますが、私達 日本語教 師が教室 に

行 く前 の準備段 階で使 う教材 とか、学習者が教科書 以外 に使 う辞書 とか参考書 に関 しては、その
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表1よ く使われている教科書(表 の数字は教材 リス トの番号に対応する。)

(1)大 学以前の機関

レベル 初級 中級

技能

話技能 ゼロ ゼロ

聴技能 ゼロ ゼロ

読技能 ゼロ
紳2

書技能 ゼロ ゼロ

〈多技能〉

4技 能 1,14,15,20,26 1,14,15,20,26

2技 能 #io #lo

(1)大 学機関

レベル 初級 中級 上級

技能

話技能 ゼロ ゼロ ゼロ

聴技能 ゼロ ゼロ ゼロ

読技能 12 3,12 9,12

書技能 ゼロ ゼロ ゼロ

移 技能〉
4技 能 16,`22,'23,26 4,16,`17,`22,`25,26 ゼロ

3技 能(読 、書 、話) ゼロ *25 ゼロ

2技 能(聴 、話) 1,#10,#11,#18,'21 1,#10,#11,#18,'21 1,#5,零 事7,#10,#11,ホ*24

(読 、書) 13 13 #g

使用状況調査 は、私 の知 るか ぎ りで はあ りませ ん。私の 日本語教授 法の授 業で は、 さまざまな辞

書(例 え ば、森 田良行 の 「基礎 日本語」)、教授 法の一般 的 な本(例 えば、AliceOmaggioHad-

1eyのTeachingLanguageinContext,H:einle&Heinle,(2nded.),1993)、 文 法 の参 考書(例

えば、我 田引水 の き らい は あ ります が、Makino,S.&Tsutsui,M.のADictionaryofBasic

JapaneseGrammar)な ど を使 ってい ます。この種 の参考書 の統計 はJordenwithLambert(1991)

に もない ので、 どなたか に出 していただ くと大変参考 になると思い ます。

教材 につい て、 もう1つ 言及 しなければな らないこ とは、JordenwithLambert(1991:41:

T2.29,109:T3.62)の 表 に もあ るように、私 達教 師 は教科書 が どんなに完備 して いて も、 な

おかつ 自分 たちの手で補助教材 あるいは新聞、雑誌記事、小説、論文、詩、 テレビ(ニ ュース、

ドラマ、座談会)な どの生教 材 に基づ く主教 材 を作 ってい るとい う事実です。 しか し、特 に、補

助教材 の場合 これ はJordenwithLambert(1991:42)が 指 摘 してい る ように、情報交換 なしに

やってい く場合が多 いため、重複が 出て、お金 と時間の ムダにもなってい ます。た しか に、各機

関の特殊 なニ ーズ に合 った補助教材、主教 材 を開発 したい とい う教師の欲求 と努力 は同僚 として

理解 出来 るのですが、家内産業的 に、お よそ役 に立た ない ような教材 を開発 して しまう危険が と

もなうと思い ます。 ビデオ教材 は国際交流基金で開発 された もの(#10,11)が よ く使 われてい

ますが、 中、上級用 は各機関で 開発 してい るようです。最近のめ ぼ しい もの と して はブラウン大

学、電気通信大学、国立国語研 究所の共 同開発 した 「とな りの ト トロ」のハ イパ ーメデ ィア教 材

が あ ります。MITの 宮 川繁教授 の指 導の もとで 開発 され た 「七夕」 とい う 日本語 と文化 を合体

した インターアクテ ィヴ教 材 も特筆 に価す るで しょう。一般 にはコンピューターによる教材開発

も、家内産業的 な性格 が まだあ り、宮 川繁教授 を中心 に世界的 な規模 の ネ ッ トワークづ くりの計
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画が ようや く出来た ところです。

教材 として、 まだ触 れてい なか った ものに、JapaneseforSpecialPurposeす な わち、特別 の

教育 目的 をもった 日本語教 育のための教材が あ ります。 ご存知 の ように、 ビジネス 日本語 と科学

技術 日本 語がそ の代表 的な ものです。JordenwithLambert(1991:75)に よる と、全 米の登録

者数 は、 ビジネス 日本語が、17校243名 、 科 学技術 日本語が 、6校72名 と、微 々たる ものです。

ビジ ネス 日本語 の教材 はニ ッサ ン自動 車会 社が作 成 したBusinessJapanese-aguidetoim-

provedcommunication(1984)が 主 に使 われてい るようです。JordenwithLambert(1991)以

後 、科学技術 日本語 は関心が強 まって きてい るとい う印象 を私 は持 ってい ます。科学技術 日本語

の教育 を1980年 に導入 したウイス コンシン大学で は、EdwardDaub教 授 の後 を継 ぎ、JimDavis

教 授 が指導 にあったってお り、 ピッツバー グ大学 のDavidMills教 授 は1987年 か ら毎夏MITで

夏 期講座 を行 っています し、 シア トルの ワシ ン トン大学の工学部で は筒井通雄教授 が科学 日本語

の教 育及 び ソフ トの開発 を行 って い ます。主 な教 材 はDaub,E,Bird,R.&InoueN.が 編 纂 し

たComprehendingTechnicalJapanese,UniversityofWisconsinPress/UniversityofTokyo

Press(1975)とBasicTechnicalJapanese,UniversityofWisconsinPress,(1990)で す。

(B噺 しいニーズに対応す るには、 どのよ うな教材 が必要 か、その作成 はいかにす

べ きか。

私(Makino(英 文1988/日 本 語1989))は80年 代 の後半 に国際交流基金の依頼で80年 代 の アメ

リカにおけ る日本語教 育の展望 を書 いたこ とがあ ります。 その中で80年 代 に 日本語 を学習 し始め

た学生の動 機 は、60年 代 、70年 代 のそれに比 べて、 より実学 的で、学 問的志 向が後退 してい る と

い うこ とを指摘 しま した。横浜 のlnter-UniversityCenterforJapaneseLanguageStudiesと い

う北米のエ リー トの学生が 日本語 を1年 間集 中 して学ぶ機 関があ りますが、 この結論 はそ この卒

業生の就職先 の変化 を辿 ってみて出 した ものです。1961年 か ら79年 で は、学生 の49%が 大 学教師

にな り、17%が ビ ジネス関係 に就職 してい ますが、1980年 か ら86年 で は、 この比率が、大学教師

14%、 ビ ジネス関係が50%と 逆転 していたのです。ただ し、 日本学者 になろ うとす る絶対数 は減

少 してい ませ んで した。80年 代 は、 日本語学習 と博:士論文の研 究で来ている学生が 、その 日本語

力 を買われ ビジネス界 に入 り込 むケースが多か った ようです。JordenwithLambert(1991:63

Table2.52,122:Table3.85)は お そ ら く89年 、90年 ご ろの学習 者の動機 を反映 してい る と思

わ れ ます が、 日本 語 学 習 理 由 と して、 大 学 以 前 の学 習 者 は 「就 職 に 有 利(15.6%)」(job

opportunities)を ト ップの理由 にあげてお り、大学生 は、「仕事 と関係 のあ る日本語が 出来 る よ

うになる(4,2%)」(TobeabletoUseJobRelatedJapanese)と 「就職 に有利 になる(9.3%)」

(ToimproveJob/CareerOPPortunities)を あ わせ る と、やは り、 トップの理 由にな ります。

ただ、現在 の 日本語登録者 数はほ とん どの大 学機 関では横這 いか、 やや減少気味で、 もし日本の

経済の不 況が長引 けば、おそ らく、経済 的な動機 は ます ます低下す るので はないで しょうか。そ

れか ら、伝 統的 に 日本学者 を輩出 している代 表的な大学では、学問 的な動機が 向上す るので はな

いか と推測 され ます。興味深い ことは大学 以前の機 関は就職戦線 か ら遠 のいているか らか、その

登録者数 は依然 として上昇気味の ようです。

現時点で、大方の学習者のニーズが経 済的であ るとい う解釈 が正 しい とす る と、教材 はそれ に
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どう対応すべ きで しょうか。私の考 えでは、初級 、中級 の 日本語 の場合 は、学習者のニ ーズ にか

かわ らず、話す技能 と聴 く技 能に重点 をお きなが ら、4技 能 アプローチを使 って基本的 なコ ミュ

ニケ ーシ ョン、つ ま りサバ イバ ルの 日本語が 身に付 くよ うな教材で なけれ ばな らない と思い ます。

今焦点 を初級教科書 にか ぎ ります と、80年 代 後半か ら90年 代 にかけてアメ リカで 出版 され た代表

的 な初級教 科書(実 際 には二年度 にも使 われ るので、初級 、中級兼用 の教科書ですが)と して、

JordenwithNodaのJapanese:'舵 βン)okenLanguage1987-90とTohsakuのYookoso!1993が あ げ

られ ます。実 は私 も畑佐一味、由紀子 と共著の初級教 科書 を書 いている ところですが、 その視点

をまぜ なが ら、90年 代 にどんな初級の教科書が必要か を考 えて見たい と思い ます。

AFrameworkforIntroductoryJapaneseLanguageCurriculainAmericanHighSchoolsandCol-

Zeges(1993以 下 でFrameworkと 呼 び ます)と い うNationalForeignLanguageCenterの 要 請 で

メ リー ラン ド大学 のMarshallUnger教 授 が多数 の 日本語教 育者 と協議 して作成 した初級 日本語

教育 の指導要領 の ような ものが あ ります。 これ は21世 紀 にか けて アメリカの 日本語教 育カ リキ ュ

ラム を考 える上 で、一つの大事 な指針 となる ものです。 このFramework(38-42)に1ま 、 いい教

科書 の最大公約 数的な特徴が列挙 されてい ます。今それ を見てい きます と、全体の構 成 と内容 に

つ いて次 の ようなチ ェック リス トを提案 して います。 その 中の一番一般的 な部分だけ を紹介 しま

す と:

教 材評価 の基準

(a)話 題 、内容 が文化 的に本物 か。

(b)日 本 語が本物 か。

(c)文 法 などが積 み重 ね方式 で提 出 されているか。

(d)ス パ イラル方式 をとって、言語 内容 が復習 しやす くなる ように配慮 されているか 。

(e)普 通 の素材 に力点がおかれてい るか。

(f)文 法 などの導入 は易 しい ものか ら難 しい ものへ と進 んでい るか。

(9)場 面 は具体か ら抽象へ と進 む ように配慮 されてい るか。

(h)英 語 を母語 とす るアメリカ人の学習者が 日本人 と話す ような内容 にな っているか。

(i)文 法 とか、社会言語学的 な内容 はアメリカ人の 自国の文化 、言語知識 を直接 踏 まえてで

きているか。

(j)ア メ リカ人学習者の 日本 に関す る知識の欠如や 日本で彼 らが遭遇す るような場 面 に関 し

て配慮 されているか。

(k)内 容 は大学以前 の学習者 にふ さわ しく出来てい るか。大学の初級学習者 にふ さわ しく出

来 ているか。

(D説 明 は初歩 の学習者用 になっているか。

(m)始 め か ら日本語 の文字 を習 わな くて もいいように、話 しこ とばをマ スターす るための表

記 法があるか。

(n)初 歩 の学習者 に文法構造 の重要性 を認 めているか。(単語 の暗記 を強調すべ きではない。)

(o)4技 能 を別 々に扱 っているか。 お互 いが混 ざ り合 って しまっていないか。

(P)内 容 と外観 のバ ラ ンスが よ くとれているか。外観のため に内容が犠牲 になってい ないか。

(q)フ ォーマ ットに現実性 があって、その種類 も多 いか。
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(r)4技 能の学習の順序についての説明があるか。話す技能と聴 く技能が優先 されているか。

(s)文 法などの導入の順序の根拠が明確に示されているか。

Frameworkに は さらに会話 、聴解 、視聴覚教 材、読 み教 材、書技 能 につ いて こうあ るべ しと

い う記述 があ りますが、今 はそこまで立 ち入 る時間が あ りませ ん。 しか し、今 あげま した(a)か ら

(s)にFrameworkの 基 本的 な主張 は十分 に出 ている と思い ます。 アメ リカで の 日本語教育 は大 き

く言 って、構 造言語学的か、ポス ト構造言語学 的かの軸 と、 コ ミュニカテ ィブ的か、 コ ミュニ カ

テ ィブ、プ ロフィシ ェンシー的か、 の軸 で分類 される と思 われ ます が、このチェ ック リス トを見

てみ ると、非常 にアプローチが接近 、収斂 して きています。時代 の趨勢 を表 わ していて興味深 い

ことだ と思い ますが、そのために、シラバ ス感覚 がやや不統一 、不鮮 明だ とも言 えるで しょう。

例 えば、(f)、(n)、(s)は か な り構造 、文法 シ ラバス的ですが 、(j)は 自然 な場面 を狙 っていて、場面

シラバス的です。私 はFrameworkの 基 本路線 には大賛成ですが 、不賛成の部分 もあ ります。まず、

タス クシ ラバス とい うよりも文法 シラバ ス的な性格 が強 い点 です。 それか ら、(m)の よ うに、 ロー

マ字 表記 法 を暗 に擁護 して い る点で す。(ロ ーマ字擁 護 は例 えば、 甲田慶子(Theeffectsof

Lower-LevelProcessingSkillsonFLReadingPercformance:ImplicationsforInstruction,

TheModernLanguageJourna176,502-512,1992)の 表 記法 の第2言 語習得理論 にもとつ く研

究 を見 る と、それが理論的根拠が ない ことが分 か ります。)も う一つ は、 アメリカ人が 日本語 を

話す相手 は 日本人であ るべ し、 とい ってい る(h)です 。た しかに、アメ リカ人がアメ リカ人 と日本

語 を使 うというの はいか にも不 自然ですが、私 はア'メリカ人が 日本語 を使 う相手 は必ず しも日本

人で はない と考 えた方が現実的だ と思い ます。現 に日本には、英語が分 か らないけれど、 日本語

を 「共通語」 として使 ってい る外国人が大勢 い るはずです。そ のよ うな現実 を盛 り込んだ教科書 、

教材があ るべ きだと私 は主張 したいのです。(h)の 背後 には 日本人以外の外 国人は英語が分か るは

ずだ とい う考 えが ひそ んでい ます し、 こうい う考 えが教科書 で強化 されてい くと、 日本語が 日本

人離 れ して、「共通語」 にな るの は大変難 し くなるのではないで しょうか。21世 紀 に向か って、

従来の 日本語=日 本文化=日 本人 とい ういか にもウチ的な図式 を再構 築する必要 があるので はな

いで しょうか。

上級 の学 習者 のニ ーズ に対応 す る教材 は ど うあるべ きで しょうか。実 は上級用のFramework

作 成 委員会 は去年の9月 に発足 した ばか りで、FrameworkのFrameworkを 検 討 中です。 まず何

を上級 日本語 とす るのかという、上級 日本語 の定義 に関す る討 議が必要 なのです。実 はそ う言 い

出す と、Frameworkを 熟 読 して も、初級 日本 語の定義 らしい ものは な くて、 なん とな く既 出の

1年 生用の教科書 を初級 日本語 だと決めて しまってい る感 じです。その辺 を私 は全米外 国語協会

(AmericanCouncilontheTeachingofForeignLanguages)と 教 育 テ ス ト開 発 協 会

(EducationalTestingService)が 採 用 して い る外国語熟 達度 の基準 か、それ に準ず るような

ものに照 ら して定義 しなけれ ばな らない と思 ってい ます。今仮 に、ACTFL/ETSの 基 準 でい う

Advanced以 上 を上級 とす れば、 そ こに 自ら、教材開発の 出発点が 決 まるわけで、このよ うな基

準 な しには、教材 開発 に体系的 な熟達度 の座標軸が欠 けることにな り、場当た り的にな らざる を

得 ないのではないか と思われます。

Advanced以 上(す なわ ち、Advanced,AdvancedHigh,Superior)の 基 準か らどんな教材像
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が見えて くるかを技能別に表にまとめて見ました。立ち入って説明する時間がないので、表2を

ご参照 ください。

表2上 級用教材

(A)ADVANCED:

話 技 能:a.こ じれ た状 況 を練 習 す る ロ ー ル プ レイ、 シ ミュ レ ー シ ョン な ど。

b.一 人 話 の教 材 。段 落 を使 っ て、 説 明 、叙 述 、 物 語 を練 習 す る教 材 。

C

d.

e

(ゼロ接続詞 を含む)接 続詞の使い方を練習する教材。

統括の談話文法を練習する教材。

言語的挫折回避練習の教材。すなわち、単語を忘れても、それを文で言い換えるストラ

テジーを強化するような教材。言い換え練習教材。言い直 し練習教材。「あのう」、「こ

のう」、「まあ」、「ええと」、などのフィラーを使って、挫折 を避けるス トラテジーを練

習する教材。

f.待 遇表現一般を身に付ける教材。

聴技能:a.様 々な話題の段落レベルの聴 きとりを練習する教材。インタビュー、短 くて、身近な内

容の講演、ニュースなどの教材化。

b.大 意取 り(ス キミング)や 情報掴み(ス キャニング)だ けでなく、細部の理解を練習す

るような教材。

c.待 遇表現などから、話し手の年齢、話 し手相互の社会的地位関係などを推測する教材。

読技能:a.複 段落の散文(手 紙、通知、新聞のニュース、業務用書簡、参考文献の情報、物語、小

説、論説)を 読み取る練習をするような教材。

b.待 遇表現などから、書き手の年齢、社会的地位関係などを推測する教材。

C小 説の視点を認知する教材。

d.複 雑な文の修飾関係(特 に、拡大文節)を 認知する教材。

e.ゼ ロ代名詞を含む省略および反復のレトリックを学ぶ教材。

書技能:a.数 段落の文章(手 紙、メモ、要約など)を 書 く練習の教材。

b.句 読点の使い方を練習する教材。

c.複 雑な文の修飾関係(特 に、拡大文節)を 意識 しながら書いていく練習の教材。

d.ゼ ロ代名詞を含む省略および反復のレトリックを学ぶ教材。

(B)ADVANCEDHIGH:

話技能:a.具 体的な話題を幅広 く話せるようになる教材。

b.裏 付 けのある意見を言わせるディベー ト形式の練習教材。

c.詳 細 な、やや専門的な説明を必要とするようなロールプレイ、シミュレーション、ミニ

プロジェクトワークの教材。

d.仮 説 を立てて議論できるような練習教材。

e.語 彙 の使い分け、特に、一つの概念に対して和語、漢語、借用語の適時の使用を学ぶ教

材。

聴技能:a.複 雑 な複段落でかなり抽象的な内容/話 題を聴 く練習教材。

b.裏 付 けのある意見の部分をスキャンして聴 く練習教材。

c.表 面 上の意味以外に文化的な意味を聴いて認知する教材。

読技能:a.複 雑な複段落でかなり抽象的な内容/話 題を読む練習教材。

b.裏 付 けのある意見の部分をスキャンして読む練習教材。

c.表 面上の意味以外に文化的な意味を読んで認知する教材。

d.日 本語のジャンル別、代表作家別のスタイルの感覚を教えるような教材。

書技能:a.自 分の意見を支持するような複段落の文章を書 く練習の教材。

b.自 分の専門分野に関する話題の具体的な部分について書 く練習の教材。

c.日 本語的な文章の起承転結及びスタイルを学ぶ教材。

(C)SUPERIOR:

話技能:a.実 際的、社会的、専門的、抽象的な話題について的確なスピーチレベルで話せるように

なる教材。

b.自 分 の専門領域について細部にわた り話せるようになる練習教材。

c.待 遇表現の基本をまちがいな く話せるようになる教材。
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聴技能

読技能

書技能

d.徹 底的に裏付けのある意見を表現する練習教材。

e.シ ャレ、冗談、慣用句などが一通り出来るようになる教材。

f.談 話管理のス トラテジーを学ぶ教材。

a.大 学の講義、大学院のゼミの講義、講演、演説、報告などの専門的、かつ抽象的な内容

を聴 く練習教材。

b.シ ャレ、冗談、慣用句などが一通 り聴けるるようになる教材。

c.日 本語の文化的枠組みの中で推論ができるようになる教材。

d.発 話の社会的、文化的、情意的意味合いを聴きとる練習教材。

e.大 阪方言のような主要方言を聴 き取る練習教材。

a.学 術的、専門的な本を読む練習教材。

b.文 学作品のように楽 しみながら読む練習教材。

c.文 章 の背後にひそむ古典や諺からの引用、ほのめかしを読んで認知する教材。

d.ト ップダウンとボ トムァップの二つの読み方を柔軟に選ぶことが出来るようになる教材。

a.待 遇表現を心得て、自分の意見を支持するような複段落の文章を書 く練習の教材。

b.自 分の専門分野に関する論文、研究報告、業務上の報告文 を書 く練習の教材。

c.自 分の論点や見解を正確かつ効果的に書 くことを学ぶ教材。

これまで の ところで は、技能別 に、す なわち単技能的 に、見て きま したが、実際の言語生活で

は言語 を問 わず、多技能的 な言語使用が多い わけで、当然、多技能的 な教材の準備が必要 にな っ

て きます。例 えば、小説 を読んで、それ を映画化 した もの を見 て、 その感想 を人前で話 して、そ

れ を文章 に書 いてま とめ る、 と言 った場合、読技能、聴技能、話技能、書技能 とい う4技 能すべ

て を、一定 の順序で、総合的 に使 って一つの言語活動(タ スク)を 行 ってい るわ けです。初級の

日本語教育 では、力点 は話技能 と聴技能 におかれるべ きで しょうが、 それで も、初級 は初級 な り

の多技能 的な教材 が必要 だ と思 われ ます。 この点 でFrameworkの(o)を 鵜 呑み に してはいけ ない

で しょう。上級 の 日本語教育で はこの多技能 的な教材 開発 は学習者 の熟達度 を上 げるため に必須

だ と考 え られ ます。 この詳 しいこ とは割愛 させ ていただ き、最後 に、必要 な教材 を作成す るには

どうした ら良いか、につ いて短 くまとめたい と思い ます 。 まず学習者 のニーズに合 わせて教材 を

作 らなけれ ばならないのは当然 です が、特 に初級 の場合 は学習者全体 のニーズが 「話せればいい」

とい うので なけれ ば、話技能 と聴技能 に焦点 を合 わせ なが らも、読技能 と書技能 を教 える教 材 を、

原則 と して は、Frameworkに 従 って作 成す べ きで しょう。 上級 以 上(ACTFL/ETSで い う

AdvancedHigh,Superior)に な る と、学習者 のニーズがか な り煮詰 まって くるので、「おは こ」

づ くりを助長 しない程度 に学習者のニ ーズ を満足 させ るべ きで しょう。外 国語学 習の場合 ニーズ

に合 わせ過 ぎる と 「専 門バ カ」 を育てて しま うので、教 師の側 は熟達度の タテ軸思考 を忘 れては

いけないで しょう。 これ はどうい うことか と言 います と、 プロフィシェンシーテス トを施行 す る

こ とによって、学習者 の現時点での総合能力が熟達度の タテ軸 のどこに位置づ けれているか を心

得 てお き、 それ と、ニーズ分析 をうま く調和 させ るこ とが肝心 だ と思 われます。以上、駆 け足 で

アメ リカにおける 日本語教材 を総覧 し、簡単 な分析 を加 えて見 ま した。
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